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資料６ 



「新たなアイデアによる新たな事業展開」に関する意見について 

 
上智大学 
音 好宏 

 

以下の通り意見を提出します。 

 

 【ラジオの更なるＷｅｂとの連携について】 

 大規模災害時や緊急時において、ラジオ放送の Web における IP

同時配信を円滑に実施するための環境整備を行うべきではないか。 

 

以上  

【①音構成員】 



受け手側の強靱化について

 放送の強靱化には，送り手のシステムや制度のみな
らず，受信者側の強靱化も考えておくべき

 東日本大震災の被災地では，発災後しばらくパケット通信
もままならずラジオだけが頼りだったことを想起すべき

 停電や，インターネット・携帯電話網の輻輳（ふくそう）時で
も，家庭と職場におけるラジオや地デジの音声情報の受
信環境だけは確保する

 公的機関（公民館，児童館，学校，事業所等）へのラジオ
（含む貸出し用）と乾電池備蓄の促進
 超長期にわたって保存できる乾電池の開発も極めて重要
（現在の乾電池は長期保存に問題があり，長期備蓄は困難）

 ラジオへの若者引込み（ラジオへの意識付け）の促進

 インターネットへの対応を強化する等により，日常「ラジオ」に触れ
る機会を増大し，ラジオへの意識を高める努力を促進
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【②鈴木構成員】

ラジオを例とした受信側強靱化方策例の提案

 ラジオの環境変化対応
 FM帯域拡張がありうるなら
ば，周到な事前準備を図る

 ケーブルテレビによるラジオ
音声の各家庭への配信に加
え，伝送路の途中に設置す
る小型FM送信機による再放
送の実現
（技術的検証が必要）【別紙】

 各種ラジオへの地デジTV
（ワンセグ）音声受信機能の
組み込み（昔のラジカセでは
テレビの音声が受信可能だ
った）

 ワンセグの副音声によるラジ
オ放送の再放送

 非常用ラジオの普及促進
 発電装置内蔵ラジオや，少
数の電池で長時間利用可能
なラジオの普及を図る
 JSTの理科理解活動や，学校

教育（中学の技術・家庭科，高
校の家庭科等）との連携によ
るキット手作りによる普及等も
一案

 通常の家庭用ラジオへの超
省電力モードの組込み

 非常時は懐中電灯等との複
合機よりも単体ラジオが案外
便利（普段使いしておくため
にも有利）
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【③中森構成員】



平成２５年５⽉ 

「ラジオと他メディアとの連携のアイデア」について 

 

○ＮＨＫインターネットラジオ「らじる★らじる」の法定化（ラジオとインターネット） 

ラジオが聞こえにくい状況の改善に資する⼿段としての有効性を検証する⽬的で、総務

⼤⾂の認可を得て、期間限定で、試⾏的に実施中。 

⼿段として有効であると考えるので、NHK の業務として恒常的に実施できるよう、放送

法での法定化を希望。 

 

○NHK オンデマンド・ラジオアーカイブス（ラジオと VOD サービス） 

利⽤者負担でアーカイブ番組を視聴できる NHK オンデマンドに、ラジオ番組のラインナッ

プを充実。ラジオ番組は古いものも⽐較的よく保存されているので、権利処理の課題は

あるが、収⽀をとれる⾒込みが⽴てば、実現は可能。 

 

○ハイブリッドキャストサービスで、インターネットからのラジオコンテンツも利⽤できるようにする。

（ラジオとハイブリッドキャスト） 

ハイブリッドキャスト受信機の対応状況に応じて、 

スポーツ中継など、テレビと同時にラジオでもナマ中継しているものがあれば、映像・データ

はテレビ・タブレットで、⾳声はラジオのものを楽しむようなハイブリッドなサービスも可能

（ラジオの⽅が描写が詳しいという特徴がある）。このほか、ラジオアーカイブスとの連携

利⽤も考えられる。 

 

【④日本放送協会】



平成２５年５月 

 

ラジオの活性化に向けた他メディアとの連携アイディア 

 

文化放送  三 木 明 博 

東北放送  一 力 敦 彦 

毎日放送  小 川 輝 範 

民 放 連  木 村 信 哉 

 

１．コミュニティＦＭとの連携拡充 

 ◎ 災害発生時の情報共有と災害報道における連携、番組制作連携 

 ◎ きめ細かな地域情報の集約と発信 

 

２．ケーブルテレビとの連携拡充 

 ◎ ケーブルテレビのネットワークを利用したラジオの同時再放送 

 ◎ 災害発生時の情報共有と災害報道における連携、番組制作連携 

◎ 共同番組の制作、共同イベントの開催 

 

３．インターネットメディアとの連携拡充 

◎ インターネットラジオ（ストリーミング配信） 

 ◎ ＩＰサイマルラジオ（radikoなど）によるサイマル放送 

◎ YouTube、Ustreamなどへのコンテンツ提供 

◎ ソーシャルメディアを利用した番組制作 

 

４．テレビやＣＳ放送との連携拡充 

◎ ラジオ発のコンテンツのマルチユース、テレビコンテンツのラジオ利用 

 ◎ スポーツ中継等の同時もしくはリレー形式などによる放送 

 ◎ 共同イベントの開催 

 

５．異業種との連携拡充 

 ◎ 日本フランチャイズチェーン協会との協定締結（大規模な地震発生時に、コ

ンビニエンスストア等が常備しているラジオで情報提供など） 

 

以 上 

【⑤文化放送・東北放送・毎日放送・日本民間放送連盟】
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